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生
き
て
い
る
の
は
奇
跡 

 

テ
レ
ビ
で
競
泳
選
手
の
池
江
璃
花
子
さ
ん
が
元
プ
ロ

テ
ニ
ス
選
手
松
岡
修
造
さ
ん
と
の
対
談
で
、
昨
年
十
二
月

の
公
式
サ
イ
ト
で
退
院
の
報
告
以
来
久
し
ぶ
り
に
皆
の

前
に
顔
を
出
し
ま
し
た
。 

白
血
病
と
診
断
さ
れ
た
の
は
、
一
歳
か
ら
英
才
教
育
を

受
け
、
次
々
に
記
録
を
塗
り
替
え
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
入

賞
を
期
待
さ
れ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。 

「
な
ぜ
私
が
、
こ
の
大
事
な
時
に
」
と
。
抗
が
ん
剤
治

療
の
つ
ら
さ
や
、
や
り
き
れ
な
い
気
持
ち
で
一
時
は
死
に

た
い
、
こ
の
ま
ま
楽
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
で
も
彼
女
は
諸
々
の
検
査
を
こ
な
し
、
治
療

に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。 

番
組
で
「
今
は
心
の
底
か
ら
生
き
て
い
る
っ
て
す
ご
い

こ
と
だ
。
こ
こ
に
い
る
こ
と
は
奇
跡
な
の
だ
」
と
お
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。 

同
じ
よ
う
な
言
葉
と
し
て
お
釈
迦
様
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

『
人
身
受
け
難
し 

今
既
に
受
く 

仏
法
聞
き
難
し 

今
既
に
聞
く 

こ
の
身
今
生
に
お
い
て 

度
せ
ず
ん
ば 

    

  

さ
ら
に
い
ず
れ
の
生
に
お
い
て
か
こ
の
身
を
度
せ
ん 

大
衆
諸
共
に 

至
心
に
三
宝
に
帰
依
し
奉
る
べ
し
』 

（
人
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
す
。
ま
し
て
仏

法
に
出
会
う
こ
と
は
さ
ら
に
難
し
い
。
縁
あ
っ
て
仏
法
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
た
ら
、
今
こ
そ
、
仏
法
の
道
理
を
学

び
、
心
の
や
す
ら
ぎ
を
獲
得
し
、
そ
し
て
仏
法
僧
に
帰
依

し
ま
し
ょ
う
） 

私
た
ち
は
、
奇
跡
的
に
こ
の
世
に
出
る
こ
と
が
叶
っ
た

の
で
す
。
で
も
、
殆
ど
の
人
は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
病
気
や
死
ぬ
ほ
ど
の
体
験
が
な
い
限
り
、
不
平
不

満
を
言
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

本
当
の
心
の
や
す
ら
ぎ
を
求
め
る
こ
と
こ
そ
、
大
事
な

こ
と
で
す
。
道
元
禅
師
は
『
生
を
明
め
死
を
明
ら
む
る
は

仏
家
一
大
事
の
因
縁
な
り
』『
生
死
事
大
、
無
常
迅
速
』

と
生
き
る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
が
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る

こ
と
こ
そ
人
生
で
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
仰
っ
て
い
ま

す
。 池

江
さ
ん
は
、
病
気
の
縁
で
気
付
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
未
だ
十
九
才
と
い
う
年
齢
で
人
生
の
大
切
な
こ
と
を

つ
か
め
た
の
で
す
。
２
０
２
４
年
の
パ
リ
に
池
江
さ
ん
の

姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
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第 126回じぞう寄席 2/23 古今亭菊之丞師匠  寄席役員さんと親睦会 

河津桜とメジロ 

三明寺 
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 【
檀
信
徒
行
事
】 

三
月 

○
道
了
講 

 
 

3
日 

〇
芹
澤
家
ご
法
事 

 
 

6
日 

 

○
池
上
家
・
市
川
家
ご
法
事 

 

7
日 

 

○
川
野
家
・
斉
藤
家
・
佐
藤
家
ご
法
事 

8
日 

○
三
倉
家
ご
法
事 

 
 

14
日 

○
藤
田
家
・
鎌
野
家
ご
法
事 

 

15
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

17
日 

○
春
彼
岸
檀
信
徒
供
養
会 

 

20
日 

○
春
彼
岸
ペ
ッ
ト
供
養
会 

○
堀
家
ご
法
事 

 
 

29
日 

 

四
月 

○
山
崎
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
杉
山
家
ご
法
事 

 
 

5
日 

○
道
了
講 

 
 

7
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

14
日 

○
宗
務
所
婦
人
会
総
会 

 

24
日 

○
竹
内
家
ご
法
事 

 
 

26
日 

                

五
月 

 
 

○
塩
崎
家
ご
法
事 

 
 

4
日 

○
道
了
講 

 
 

12
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

19
日 

○
工
藤
家
ご
法
事 

 
 

23
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席 

 
 

24
日 

○
西
島
家
・
佐
藤
家
ご
法
事 

24
日 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 

6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 

19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

10
時 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

○
御
詠
歌
第
1
・
3
火
曜
日  

11
時 

○
坐
禅 

毎
週
日
曜
日 

 

6
時 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

○
梅
花
大
学 

3
月
13
日 

4
月
22
日 

5
月
27
日 

○
興
福
寺
大
般
若 

 
 
 
 
 

3
月
29
日 

〇
慈
雲
院
大
般
若 

 
 
 
 
 
 
 
 

4
月
12
日 

               

○
慈
雲
院
大
般
若 

 
    

4
月
12
日 

○
桃
源
院
大
般
若 

 
 
 

4
月
29
日 

○
龍
音
寺
大
般
若 

 
 
 

5
月
3
日 

○
宗
務
所
寺
族
会
総
会 

 
 

5
月
15
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
30
分 

□
お
花
見
出
張
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
in
三
明
寺 

四
月
四
日
（
土
）
13
時
30
分
よ
り 

市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
を
三
明
寺
本
堂
に
て
行
い
ま

す
。
入
場
無
料 

四
月
八
日
は
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す 

甘
茶
の
用
意
を
し
ま
す
の
で
、
門
池
の
桜
を
み
な
が
ら 

お
花
見
の
つ
い
で
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い 

【
後
記
】 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て
、
日
々
情
報
が
更
新
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
時
点
の
三
明
寺
で
行
う
行
事
は
実
施
予

定
で
す
。
各
自
で
の
対
応
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

令
和
二
年
三
月
一
日 

第
七
十
四
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

剛
嶽
山
三
明
禅
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com

 
 

年
会
費
・
墓
地
管
理
費
等
の
口
座
引
き
落
と
し 

四
月
は
墓
地
管
理
費
等
の
会
費
を
ご
指
定
の
口
座
よ

り
引
き
落
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
再
請
求
の
無

い
よ
う
に
必
ず
残
高
の
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

経
理
担
当
者 
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鳶職組合のはしごのり 1/6 

鎮火祭 除夜の鐘 正月初祈祷 12/31 

つきたてのおもちに大行列 鏡餅も作ります

進の橘也さん 

 

 

町内の村田さん指導 お正月飾りができました 

進の橘也さん 

 年越しそば・おしるこ・甘酒 多くの方が見えました 

 

老人施設の皆さんとはしご乗りを見ました 

1 年の煩悩を払い新年の幸を祈ります 

やすらぎ大学 随時聴講できます 次回 3/17 1/21 2/18 

3/17 

 

餅つきとしめ縄鏡餅作り 12/22 

清水 龍津寺 勝野秀敏師

進の橘也

さん 

大泉寺 小島健布師

進の橘也

さん 

富士 宗清寺 大嶽素宏師 
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節分祭 大般若 1/26 

 

初笑いは笑福亭羽光さん

進の橘也さん 

雨の日も御輿を護ってかつぎます 

梅花講のご詠歌

 

近隣のお寺さんが集まり 

家内安全など御祈祷いたします

進の橘也さ

ん 

弟子が揃い 新年の挨拶 

千人鍋じぞう汁や模擬店は大人気 

お寺の豆まきは「福は内」だけ  朝の雨もお昼にはやんでくれました 

寺族研修 愛知尼僧堂青山老師と

進の橘也


